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政策情報 

 

政策情報～斉藤俊幸の地方創生塾⑧ 

＜文部科学省＞ 

スーパーグローバルハイスクール 
 

―地域再生マネージャー・斉藤俊幸― 

文部科学省では、将来、国際

的に活躍できるグローバル・リーダ

ーを育成するため、グローバルな社

会課題を発見・解決できる人材や、

さまざまな国際舞台で活躍できる

人材の育成に関する教育課程等

の研究開発を行う高校をスーパー

グローバルハイスクール（ＳＧＨ）

に指定し、国内外の大学や企業、

国際機関等との連携による質の

高い教育課程等の開発・実践、

体制整備を進めている。研究活

動は平成26年度から開始。日本

の高校でもグローバル人材の育成

が問われ始める中で、主に全国の

進学校がその指定を目指して、し

のぎを削っている。 

 

◇善戦する農業高校 

この文部科学省のＳＧＨ指定

で農業高校の善戦が目立っている。

過去2年度のＳＧＨ指定校の中

に愛媛大学付属高校、筑波大学

附属坂戸高校、大阪府立能勢

高校の3校が指定を受けているが、

これらは皆、農業高校が前身だ。 

大阪府立能勢高校の研究開

発のテーマは「国際協力の現場で

判断力と実践力を培うグローバル

人材研究」である。国際協力を受

ける当事者と支援する外部者との

協働のあり方を理解することが大

きな目的だ。地元住民と外部者と

は時として見解の相違もある。日

本国内でも海外でも見解の相違

を一致させるために高度な判断力

と実践力が必要だ。そこを鍛えるプ

ログラムを能勢高校は立案した。 

 

◇能勢高校の大きな一歩 

現地調査の舞台はマレーシアと

モンゴル。マレーシアの沿岸部では

エビの養殖が進みマングローブの森

が破壊されている。住民は生きる

ためにエビの養殖場開発を進めて

いる。しかし、外部者はマングロー

ブの森を保全すべきと住民に環境

保護を訴える。「どちらが正しいの

か」。マレーシアで養殖されたエビの

8割は日本へ輸出されている。「わ

れわれはこの問題に対してただ手

をこまねいているだけでよいのだろう

か」。そんな課題解決型授業をマ

レーシアのクアラルンプール大学の

学生や現地ＮＧＯを交えて議論

する。住民の意見を聞き、学生の

意見を聞き、また、環境保護に立

ち上がってマングローブの植林を進

めるＮＧＯの実践の現場を訪ね、

それぞれの立場に立ったディベート

の訓練をする。立場の相違を埋め

るにはどうしたらよいのかを考える。 

一方、モンゴルでは「マンホール

チルドレン」（いわば寒冷地のスト

リートチルドレン）に着目。都市化

の波で首都ウランバートル市では

遊牧地域から都市へと流入する

人たちが増えている。しかし、都市

部の貧困層の拡大とともにマンホ

ールチルドレンも増加。そのほとんど

が母子家庭であり、マンホールチル

ドレンの住むマンホール周辺に母

親もいる。このためマンホールチルド

レンを救う手だてのひとつとして母

親の自立支援が注目されている。

どうやって母親の自立を支援すべ

きなのかを考える。 

マレーシアのＮＧＯでは自然保

護を図るためマングローブの植林を

進めている。モンゴルのＮＧＯでは

母親の自立を図るため、日本の農

業用パイプハウスを建設し、野菜

栽培による自立を支援している。

こうした現場を訪ねてどうすればよ

いのかを考える。 

グローバルな世界でも日本の地

域で行われている当たり前の農業

が役に立つ場面がたくさんあること

に気が付くことができれば大きな収

穫だ。環太平洋連携協定（ＴＰ

Ｐ）交渉の陰で農業による地域

支援の議論が置き去りにされてい

るが、日本の農業がグローバルな

世界の環境問題やジェンダー問題

で果たせる役割があり、この現場に

日本の若い世代が踏み込むことが

できることを示した、大きな一歩を

能勢高校がしるしている。 
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